
二
〇
一
七
年
度
、
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
で
は

子
規
・
漱
石
・
極
堂
の
生
誕
一
五
〇
年
記
念
行
事
が
満
載
！

松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
　
館
長
　
竹
田
　
美
喜

松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
の
開
館
は
？

　

昭
和
五
六

年
（
１
９
８

１
）
四
月
、

子
規
没
後

八
〇
年
祭
の

年
に
開
館
。

三
年
間
の
準

備
委
員
会

は
、
子
規
を

「
俳
聖
子

規
」
と
奉
る

こ
と
か
ら
解

放
し
て
「
人

間
子
規
」
を
多
面
的
に
探
求
す
る
こ
と
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
ま
し
た
。
「
人
間
子
規
」
探
求
の

お
か
げ
で
、
多
方
面
に
興
味
を
示
し
た
子
規
の

研
究
や
企
画
展
の
世
界
が
広
が
り
ま
し
た
。
毎

年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
特
別
企
画
展
、
夏
季
、

冬
季
子
規
塾
の
講
演
者
も
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

力
を
得
て
非
常
に
革
新
的
な
、
最
新
の
講
演
を

さ
れ
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

子
規
と
漱
石
と
極
堂
の
友
情

　

正
岡
子
規
（
常つ

ね
の
り規

・
幼
名
升の

ぼ
る

）
と
夏
目
漱

石
（
金
之
助
）
、
柳
原
極き

ょ
く
ど
う堂

（
正
之
）
は
、

慶
応
三
年
（
１
８
６
７
）
生
れ
で
今
年
が
生

誕
一
五
〇
年
と
な
り
ま
す
。
子
規
は
漱
石
を

「
畏い

ゆ

う友
」
、
極
堂

を
「
文ぶ

ん
ゆ
う友

」
と
呼

び
、
良
き
ラ
イ
バ

ル
で
し
た
。
ま

た
、
二
人
は
結
核

に
侵
さ
れ
た
子
規

を
終
生
力
づ
け
励

ま
し
ま
し
た
。

　

英
文
学
者
の
漱

石
が
『
吾
輩
は
猫

で
あ
る
』
『
坊
っ

ち
ゃ
ん
』
を
発
表

し
評
判
と
な
っ
た

の
は
、
子
規
に
俳

句
作
り
の
面
白
さ

を
教
え
ら
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
し

た
。
極
堂
も
、

子
規
に
強
制
的
に
俳
句
を
作
ら
さ
れ
た
一
人
で

し
た
。
少
年
時
代
、
書
生
時
代
、
松
山
帰
省
時

代
の
子
規
は
極
堂
の
『
友
人
子
規
』
に
克
明
で

す
。
極
堂
は
二
二
歳
で
地
元
『
海
南
新
聞
』

の
記
者
と
な
っ
て
お
り
、
二
五
歳
で
新
聞
『
日

本
』
の
記
者
と
な
っ
た
子
規
の
先
輩
で
す
。
面

白
い
の
は
、
帝
国
大
学
の
大
学
院
ま
で
進
ん
だ

漱
石
が
大
学
教
授
へ
の
道
を
捨
て
て
新
聞
人
に

な
っ
た
こ
と
で
す
。
新
聞
記
者
子
規
や
極
堂
に

影
響
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

子
規
と
漱
石
と
極
堂
と
「
愚ぐ

だ
ぶ
つ
あ
ん

陀
佛
庵
」

　

子
規
は
、
松
山
を
愛
し
、
松
山
の
仲
間
た
ち

も
「
明
治
俳
界
の
首
唱
」
と
評
さ
れ
た
子
規

を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
明
治
二
八
年

の
秋
、
日
清
戦
争
に
記
者
と
し
て
従
軍
し
、
結

核
が
悪
化
、
神
戸
、
須
磨
で
療
養
後
、
子
規
は

松
山
の
漱
石
の
下
宿
「
愚
陀
佛
庵
」
に
身
を
寄

せ
ま
し
た
。
子
規
が
『
日
本
』
『
小
日
本
』
の

俳
句
欄
に
採
り
上
げ
た
「
松し

ょ
う
ふ
う
か
い

風
会
」
の
俳
人
が

「
愚
陀
佛
庵
」
に
連
日
押
し
か
け
、
子
規
を
囲

ん
で
熱
気
を
帯
び
た
句
会
や
俳
談
が
夜
更
け
ま

で
続
き
ま
し
た
。
こ
の
時
の
句
は
、
極
堂
が
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『
海
南
新
聞
』
に
掲
載
、
日
々
、
俳
人
た
ち
は

力
を
つ
け
て
行
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
漱
石
も

極
堂
も
入
っ
て
い
ま
す
。
漱
石
の
「
鐘
つ
け
ば

銀
杏
ち
る
な
り
建
長
寺
」
の
句
は
、
一
ヶ
月

後
、
子
規
が
奈
良
で
詠
ん
だ
「
柿
く
へ
ば
鐘
が

鳴
る
な
り
法

隆
寺
」
に
影
響

を
与
え
た
と
い

わ
れ
て
お
り
ま

す
。
「
松
風

会
」
は
子
規
た

ち
俳
句
革
新

『
日
本
派
』
の

地
方
で
最
初
の

結
社
と
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

子
規
・
漱
石
・
極
堂
生
誕
一
五
〇
年

記
念
行
事
の
意
義

　

昭
和
四
一
年
（
１
９
６
６
）
の
子
規
・
漱

石
・
極
堂
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
に
俳
句
大
会
、

短
歌
大
会
、
松
山
小
中
高
校
生
俳
句
大
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
五
〇
年
、
子
規
顕
彰

全
国
俳
句
大
会
、
同
短
歌
大
会
へ
と
発
展
し
、

全
国
で
も
有
数
の
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
松

山
小
中
高
校
生
俳
句
大
会
で
は
、
ご
家
族
で
三

代
目
の
受
賞
者
が
出
る
な
ど
、
五
〇
年
の
功
績

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
や
学
校
や
道
後
温
泉
街
な
ど

で
、
生
誕
一
五
〇
年
の
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
子
規
と
漱
石
が
道
後
を
散
策
し

た
一
〇
月
六
日
は
「
子
規
・
漱
石
の
日
」
、
道

後
界
隈
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
。

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場
」
で
は
「
52
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
」

を
上
演
。
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
賞
」
の
授
賞
式
も
あ

り
ま
し
た
。
漱
石
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
が
松
山
各

地
に
出
没
。
松
山
市
極
堂
会
に
よ
っ
て
極
堂
の

辞
世
の
句
碑
「
吾
生
は
へ
ち
ま
の
つ
る
の
行
き

処
」
が
井
手
神
社
に
建
ち
ま
し
た
。

　

松
山
に
い
る
の
は
「
人
間
子
規
」
。
子
規
さ

ん
で
す
。
子
規
が
嫌
悪
し
た
「
俳
聖
」
を
冠
し

た
子
規
が
消
え
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
の
が
、

一
五
〇
年
の
最
も
大
き
い
意
義
で
し
ょ
う
。

子
規
・
漱
石
・
極
堂
生
誕
一
五
〇
年
記
念
の

主
な
企
画

　

一
五
〇
年
を
記
念
し
て
、
四
月
に
常
設
展
示

場
（
二
、
三
階
）
を
Ｉ
Ｔ
機
器
や
映
像
を
駆

使
し
て
体
験
し
、
学
べ
る
も
の
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
、
「
愚
陀
佛
庵
」
「
名
品
検

索
」
「
短
冊
を
つ
く
ろ
う
」
、
「
絶
筆
三
句
」

コ
ー
ナ
ー
等
々
。
人
気
で
す
。

　

子
規
の
誕
生
日
の
十
月
十
四
日
は
「
子
規
・

漱
石
・
極
堂
生
誕
一
五
〇
年
記
念
式
典
」
を
行

い
、
記
念
講
演
や
「
子
規
を
松
山
か
ら
世
界
へ

そ
し
て
未
来
へ
」
の
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
坪
内
稔
典
、
ロ
バ
ー
ト
・

キ
ャ
ン
ベ
ル
、
神
野
紗
希
氏
。
司
会
竹
田
。

特
別
企
画
展
は
四
、
五
月
に
「
子
規
・
漱
石
・

虚
子
―
俳
句
革
新
の
地
・
松
山
―
」
、
特
別
展

は
八
、
九
、
十
月
に
「
子
規
博
の
名
品
」
開

催
。
講
演
各
種
。
十
一
月
に
は
「
全
国
俳
文
学

会
」
を
開
催
、
同
時
に
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

研
究
面
で
の
成
果
も
大
で
し
た
。

子
規
記
念
博
物
館
の
評
価
と
今
後
の
展
望

　

個
人
文
学
館
と
し
て
の
規
模
と
収
蔵
品

（
六
万
点
余
り
の
資
料
、
子
規
の
直
筆
資
料
は

千
点
余
り
）
は
日
本
で
ト
ッ
プ
、
世
界
で
も
ロ

シ
ア
の
ト
ル
ス
ト
イ
記
念
館
、
上
海
の
魯
迅
記

念
館
に
並
ぶ
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
国
か
ら

俳
句
愛
好
家
の
来
館
も
多
く
、
世
界
に
俳
句
を

発
信
す
る
拠
点
と
し
て
一
〇
〇
年
二
〇
〇
年

後
、
よ
り
重
要
な
館
と
し
て
在
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

子規・漱石・極堂生誕 150 年記念シンポジウム
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